
 

 

〈生徒のみなさんへ〉 
突然ですが、１８６７年（慶応３年）１０月１４日、みなさんもよく知っている大きな出来事があり

ました。江戸幕府１５代将軍徳川慶喜が政権を朝廷に返上することを申し出たのです。翌１５日に朝廷
が許可し、江戸幕府の幕は降ろされました。そうです、「大政奉還」です。みなさんも既に学習済みだ
と思いますが、京都の「二条城」は慶喜が大名たちに大政奉還を宣言した場所として有名です。（二条
城では大政奉還の儀式は行われず、慶喜が自分の決意を述べた場所と言われています。次の日の１０月
１４日に朝廷に参内しています。）歴史の本や教科書で有名な『大政奉還図』は、前日の１０月１３日
の様子だと言われていますね。 
さて、「二条城」の話をします。二条城の二の丸御殿大広間には、「大政奉還図」をそのまま再現した

ような実物大の人形が配置されています。それを中学校の修学旅行ではじめて見た私ですが、その時の
「感動」は今でも忘れられません。１１月の修学旅行で、見学するチャンスのある人は是非、じっくり
と見てきてください。 
徳川慶喜についても少し考えました。みなさんも様々な思いや意見があると思いますが、私はこう思

います。いつの時代もその時代の変化に合わせて、「変える」という決断をすることは大変なことです
が、必要なことだということです。今回の新型コロナウィルス感染症により、本当に様々なことが変わ
りました。私たちの関西方面への修学旅行も、1泊２日という新しいスタイルでスタートしようとして
います。これも「決断」です。おうちの方々をはじめ、たくさんの人たちのおかげで新たな方向へ進み
始めることができています。この時を共に過ごしている私たちは、一緒にその「決断」に向き合い、考
え、新たな道をつくっていかなければならないと思います。他の学校にはできない「下根中スタイルの
修学旅行」を成功させましょう。 
今回、参加を見合わせているみなさんは、この時代だからこそできる方法で、京都を知ってほしいと

思います。教科書、資料集、もちろんインターネットでも。そして、これから卒業までの４か月間の自
分の目標をしっかり掲げ、夢中で頑張れる自分をつくってほしいと思います。 
 
〈保護者のみなさまへ〉 
１泊２日の京都への修学旅行の計画を急ピッチで進めております。２泊３日から１泊２日の変更はい

くつかの面で保護者のみなさまにご負担をかけることもあると思いますが、ご協力をお願いいたしま
す。 
１０月前半は、訪問による授業参観、実力テストなど大変慌ただしく毎日が過ぎました。そんな中で

すが、３年生の生徒たちはいつもと変わらず、落ち着いて生活しています。また、受験生という意識が
ますます高くなったように感じます。休み時間や昼休みに問題集を開き、互いに訊き合っている人が多
くなりました。３年生を担当する私がそんな様子を見て思うことは、「ちょっと寂しい」です。それ
は、そこに「自立」が見えるからです。私たちの手助けがなくても自分の力で進めていける。とても喜
ばしいことですが、教師として、やはり「少し寂しい」のです。 
いつもお伝えしていますが、この３学年の生徒たちにこんなに素敵な思いをさせてもらえるのは、や

はり保護者の皆様のお陰です。こんなかわいい子どもたちに出会わせてくださり本当に感謝していま
す。残り４か月、新たな「決断」があるかもしれませんが、卒業の日までよろしくお願いします。 
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Blossom              

奨学生の募集について 

新たに募集要項が届きました。  １０月８日の通信とは別のものになります。 

団体名 公益信託三代奨学基金 

対象者 〇茨城県内の中学校に在学し、令和４年４月に高等学校（※）の全日過程に進学を希望する者のうち、次の

いずれにも該当する者。※高等専門学校進学希望者は対象外 

・高校生活上奨学金の援助を必要とする者。 

・品行方正・志操堅固・健康で学業成績が優秀な者。 

※成績平均（全科目）が 5.0満点中、4.0点以上 

 

奨学金の額等 ・月額２０，０００円 

・給付期間は、高等学校に入学した月から、原則として正規の最短修業年限の終期までとする。 

・奨学金は、４月、１０月の一定日に６か月分を合わせて給付する。 

・奨学金の給付方法は、予め奨学生が当基金に届け出た銀行口座に振り込む。 （自宅通学・国公立高校等）  
 

※この奨学金は返還の義務はありません。 

募集人員 ・県内５名の予定 

応募の手続き 

 

・希望者は担任までご連絡ください。 

（10月 22日（金）までにご連絡ください。） 

・申請書類をお渡しします。 

 （指定された日時までに担任に提出してください。） 

 

 

 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
１ 行程表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 宿泊施設  
京都市内ホテル  

 
３ 修学旅行費用に関して 
  近畿日本ツーリストさんより文書（別紙）が届いております。ご覧ください。 
 
 
４ 花火について（１１月２０日（土）１８：００～１９：３０） 

※雨天、強風の際は１１月２１日（日）に延期、その際にはマチコミで連絡します。 
 

  ・総費用を参加人数で割った金額を、修学旅行積立金から差し引かせていただきます。 
  ・修学旅行の費用と花火の費用を足して、残った金額を近畿日本ツーリストさんより返金させてい

ただきます。尚、返金の際には手数料が５００円かかります。（近畿日本ツーリストさんより） 
   
４０００００円 ÷ ２０４名 ＝１９６０円（ひとり）参加人数 
           ↓  

参加人数 （生徒１８９名 教職員１５名 計２０４名） 
    
５ その他 
  ・修学旅行の詳細（医療機関、持ち物、きまり等）については、しおりをご覧ください。 
  ・感染対策を事前、当日、事後ともしっかり行っていきます。ご家庭での対策もよろしくお願いし

ます。 
 
 
 
                            

修学旅行について 

令和３年１１月７日（日）、８日（月）  
行先：京都 

 



 修学旅行実行委員会が再び、動き始めました。今回は、実行委員長を支える立場として、副委員長さ
んが「今の思い」を述べてくれました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
美術科の先生 作 
 
 

修学旅行実行委員 副委員長     
 

委員長を支える立場として・・・ 

「心を育てる修学旅行」 

  中学校生活で一番大きな行事である修学旅行が、新型コロナウィルス感染症によって、二転三転

しましたね。今回行く人も、行かないという決断をした人もそれぞれいると思います。そして、2泊 3日

の予定だったものが 1泊 2日に変更され、残念に感じている人ももちろんいるでしょう。それでも京都

に行くことができるというのは人生の宝になると思います。今までこのような状況になったことがなく、 

不安な気持ちも多くありますが、京都に行けることになったことに感謝の気持ちを忘れないようにしま

しょう。 

 今回、参加を見合わせている人や行かないことに決めた皆さん、その決断はいつか必ず自分のた

めになるはずですし、よい思い出に変わります。私たちも皆さんと共有し合えるくらい、たくさん学んで

きます。是非、話を聞いてください。 

 今回の修学旅行は決定するまで、たくさん考えることがありましたね。そしてもちろん、修学旅行当

日もたくさんのことを考えていかなければなりません。たくさん考えて、実践して、学んで、そして自分

たちの心を大きく成長させて帰ってきましょう。 

  私は実行委員会の副委員長として、委員長さんをしっかりサポートしていきます。そして、人生の

思い出に残る最高の修学旅行にできるよう最善を尽くします。みなさん、ご協力をお願いします。 

ちゃんと学んでくるよ。

待っててね。 

ちゃんと、学んできてね！ 



 
 
 
 
 


